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        触れたい恋


　――依子よりこちゃんと出会ったのは、十年前のこと。

　小学校の帰り道。宮小路みやこうじ　穂香ほのかはマンションへは帰らず、公園に立ち寄った。どうせ家にはだれもいないのだから、まっすぐ帰る必要はない。

　遊具はなく、ベンチが置かれているだけの公園だった。遊んでいる人の姿はない。

　――あれ、でも……。

　花壇の前に女の子が座り込んでいる。花を眺めているようだった。

　不思議と惹きつけられて、女の子の隣にしゃがみ込む。穂香が隣に座っても、女の子は見向きもしない。

「こんにちは。お花、好きなの？」

　穂香が話しかけると、依子はいまやっと気がついたというように目を見開いてこちらを向いた。それからこくりと頷うなずく。

「お花を見て、なに考えてたの？」

　穂香が矢継やつぎ早ばやに質問するからか、女の子は戸惑ったように眉根を寄せた。

「この花びら……触ったらどんな手触りなのかなって……考えてた」

　小さな声で女の子が言った。

　女の子が見つめているのは大輪の丸い花だった。鮮やかなオレンジ色をしている。冬の帽子の先にくっついているポンポンのような形の花だ。

「触ってみないの？」

「傷つけちゃったら嫌だから……触らない」

「そぉっとだったら、大丈夫じゃない？」

「……大丈夫じゃ、ない」

　それきり女の子は黙り込んだ。

「私、穂香っていうの。宮小路　穂香」

「……澤城さわしろ　依子」

　穂香は依子をじっと見つめる。

　――依子ちゃんの髪って黒くてつやつやだけど、ちょっとふわふわしてる。

　それが、とてもかわいらしいと思った。

「依子ちゃん。またここで一緒にお花を眺めたいな」

「……眺めるだけじゃ、退屈でしょ」

「退屈じゃないよ。お花を眺めながら依子ちゃんとお話ししたい」

「……いいけど」

　穂香は依子に満面の笑みを向けた。




＊＊＊




　それから十年。穂香と依子は花緑はなみどり学園の園芸部に入り、相変わらずふたりで花壇を眺めている。

　眼前に広がっているのはケイトウだ。赤や黄、ピンク色のふんわりとした花穂はなほが風に揺れる。

　穂香は横目で依子を見る。艶があってふわふわとした依子の髪は腰に届きそうなほど伸びた。そして十年前と決定的に違うのは、依子の胸がとても大きくなったということ。

　――あ……違うこと、もうひとつある。

　このところ、どういうわけか無性に触れたくなる。花ではなく依子に。

　――依子ちゃんって、触ったら柔らかいのかな。

　触り心地を想像すると、実践してみたいという欲望が強くなる。

　――どんな反応するのかな。

　手を伸ばせばすぐに届く距離なのに、触れられない。

　――私……子どもの頃の依子ちゃんと同じになったみたい。

　依子は目の前の花に決して触れなかった。

　傷つけるのは嫌だから、触れられない。






　早起きは苦手だが、依子に会えると思うとアラームが鳴る前に目が覚める。

　穂香は意気揚々と自宅を出て花緑学園へ向かった。顔を出したばかりの朝陽が目に眩まぶしい。

　園芸部の仕事の一環で、朝いちばんに花へ水やりをすることになっている。今日は穂香と依子が当番だ。

　花緑学園の門前に到着した穂香はきょろきょろとあたりを見まわす。早足でやってくる依子の姿を見つけるなり「おはよう！」と叫んで手を振った。

「おはよう。朝から元気ね」

「だって依子ちゃんに会えるから」

　穂香が答えると、依子はふいっと視線を逸らして「行きましょう」と言い歩きだした。

　守衛が常駐している裏門を通り、園芸部が管理している庭へと歩く。

「……え」

　依子が急に足を止めた。穂香は「どうしたの？」と尋ねながら依子の視線の先を見やる。

「なっ……！」

　言葉が出なかった。美しく咲き誇っていた花々が、見る影もなく踏み荒らされている。

「なんでっ、どうして!?」

　穂香は駆けだし、すぐそばで花々を観察する。土が掘り起こされている部分もあるものの、動物の足跡はないことから、人為的なものだとわかる。

「……きれいにしましょう」

　平坦な声でそう言い、依子は園芸部の倉庫へと走っていった。

　それからふたりは始業時刻まで懸命に花壇の手入れをしたが、すべてを元どおりにすることはできなかった。

　放課後もまた花壇の手入れをするべく園芸部の庭へ行くと、ほかの園芸部員たちが集まっていた。

「だれがこんなことしたの？　もしかして理事長の娘が？」

「そうかもね」

　理事長の娘とは依子のことだ。ただそれだけの事実で、依子はなにかとやっかみを受ける。

　傍らにいる依子を盗み見る。平気そうな顔をしているが、きっとそうではない。

　穂香は両手の拳を強く握りしめた。

　どうして、こんなふうに傷つけることができるのだろう。

　花も人も、踏みにじられる側の痛みは計り知れない。

　穂香は大きく息を吸い込む。

「依子ちゃんがどれだけお花を愛しているか、みんな全然わかってない！　そんな依子ちゃんを、私は愛してるんだからぁ！」

　園芸部員たちと、それから依子もまたぽかんと口を開けた。穂香は依子の手を取って走りだす。

　無我夢中だった。依子の手を掴つかんだままマンションへと帰り、自分の部屋に連れ込む。

　ずっと走ってここまで来たので息が切れる。依子も同じだった。

「ほ……穂香……っ！　ちょっと……自分がなにを言ったか、わかってる？」

　依子はカーペットの上に座り込んで穂香を見つめる。いっぽう穂香は、ぜいぜいと肩で息をしながら必死に言葉を絞りだした。

「わかってる、よ。……愛してるの、依子ちゃんっ……」

　扉に背を預けて体操座りをしていた穂香は膝歩きで依子に近づいた。

「好きだから、触りたい。依子ちゃんに」

　依子の顔を覗のぞき込む。依子はというと、顔を背けて視線を部屋の隅へと投げだ。

「私と一緒にいたら……穂香まで傷ついちゃう」

　愛しい人の頬に触れる。余所見よそみができないようにと、しっかり手を添えた。

「ひとりでなんて、傷つかないで。私……っ、傷ついたっていい。それでも依子ちゃんのそばにいたいし……触りたい、よ」

　――太陽の光を浴びた湖面みたいにきらきら輝く依子ちゃんの瞳が、好き。

「私に触られるの、嫌？　……ほんとのこと、言ってほしい」

　――いつも質問ばかりして、ごめんね。

「嫌なわけ……ない、よ。私だって、穂香が好き」

　息をするのを忘れる。

　信じられなくて、嬉しくて、夢でも見ているのだろうかと思う。

　夢か現うつつか確かめるように、穂香は依子に手を伸ばす。

「いっぱい、触っていい？」

　依子はためらいがちに頷いた。

　ドクドクドク……と、胸が高鳴る。

　ずっと、ずっと触れてみたかった。依子の手触りを妄想しては、胸を締めつけられた。

　開けっぱなしにしていたカーテンから射し込む夕陽が依子の瞳を輝かせる。

　依子が眩しそうに目を細くする。キスをねだられているような気がして、唇を押しつけた。

「んっ……」

　柔らかくて、甘くて、熱い。

　自分の心臓の音が脳天にまで響く。

　目を開けると、夕陽の射し込む位置が変わっていた。

　そんなにも長くキスをしていたのか、あるいは唇同士を合わせているあいだにずれてしまったのか。

　ごく間近で依子の顔を眺める。

　――依子ちゃんは……私の花。

　美しくて愛おしい存在。だから、だれにも渡したくない。

　込み上げてきた激しい感情に任せて、依子の頬を両手で覆う。滑らかで、しっとりしている。

　――ううん、汗ばんでるのは私の手だ。

　ひどく興奮して手にまで汗をかいている。そのことが恥ずかしくなって手を引っ込めようとしていると、依子の両手が覆い被さってきた。

「……放さないで」

　やっと聞き取れるようなか細い声だった。ぞくぞくとしたなにかが駆け上がってくる。

　手指が絡まる。そのままもう一度、キスをする。

　さっきだってこうして唇を合わせたのに、息をどうすればよいのかわからなくなる。

　唇を離したあと、穂香は深呼吸をした。

「依子ちゃん、私っ……鼻息、荒い？」

　依子は目を見開くと、小さくこくりと首を振った。

　かあっと頬が熱くなる。赤くなった顔を隠したくて俯うつむき、足先のほうへと顔を動かす。自然と、依子の胸の前に顔が来る。

「でも……そのほうが、興奮する」

　頭上からぽつりと響いた声はとても小さくて、もう少しで聞き漏らしてしまうところだった。

　そんなことを言われたらますます息が荒くなってしまう。

「もぉ……」

　両腕に力が入らなくなって、依子の胸に突っ伏す。依子の体がピクッと跳ねた。

　――あ……すっごい、柔らかい。

　手で触るよりも先に顔で、依子の胸の感触を確かめてしまった。

　なんて幸せなのだろう。このまま息が止まってもいいとすら思えてくる。

「……穂香」

　咎めるような、窘なだめるような声で呼びかけられた。

「はい」と礼儀正しく返事をして顔を上げる。きっと緩みきった顔になっている。

　依子の頬は赤い。かわいい。

　――依子ちゃんのこんな顔、初めて見た。

　もっと触ったら、どんな顔をするだろう。

　依子の胸元に結ばれていた赤いリボンの端をそっと引っ張る。依子が目を伏せると、長い睫毛まつげが影を作る。依子はずっと視線を泳がせている。

「……恥ずかしい？」

　尋ねれば、依子は小さく唇を震わせた。

「それは……まあ」

　ほんの数分前まで友人だったのだ。服を脱がされるなんて想像もしていなかったに違いない。

「えっと……ごめん。でも止やめらんない」

　――止めるなんて、無理。

　ずっと依子が欲しかった。依子の全部をこの目で確かめるまで、この手はきっと止まらない。

　――全部、見ても……止まらないかも。

　欲望は際限なく生まれるに違いないと、心の中で独ひとり言ごちて依子のブラウスのボタンをひとつずつ外す。

　依子の胸を隠しているのは、下端に控えめにレースがついたシンプルなオフホワイトのブラジャーだ。

　――きれい。

　下着が派手だろうと地味だろうと、なにを着ていてもそう思っただろう。

　穂香は深呼吸をして依子の背に腕をまわし、ホックを弾く。依子は唇を噛んでいる。

「嫌ヤ、だった？」

　いまさら訊きくことではないと思いながらも、不安になって依子の顔色を窺うかがう。

　依子はますます強く唇を引き結ぶ。穂香は、はらはらしながら見つめるしかなかった。

「嫌だったら……逃げてる」

「……逃げないの？」

　依子が頷く。穂香は笑って、緩くなっている依子のブラジャーを引き上げた。

　なにを基準にするでもなく、とにかく依子の乳房は張りがあって、形もよかった。鮮やかな薄桃色の先端は見るからに艶やかだ。瞬時に下腹部が脈づく。

　もっとよく観察しようとした矢先、両手でさっと胸を隠されてしまう。

「隠しちゃうの？」

　頬を赤くしたまま、依子はなにも答えない。

「よく見たいよ。依子ちゃんのおっぱい」

「……っ、穂香は……どうしてそう、恥ずかしげもなく」

「恥ずかしい、よ。こんなこと言うの……。でも見たいんだもん」

　依子は眉根を寄せて瞳を潤ませる。

　依子の豊かな胸は、細い腕では覆いきれていない。はみ出しているのが卑猥だ。穂香はごくっと喉を鳴らす。

「嫌じゃ……ないんだよね」

　念を押すように言って、依子の両手首をそっと掴む。それからゆっくりと左右に開かせた。

　依子は恥ずかしそうにしている。そんな表情もたまらなく好きで、心臓はずっと高鳴りっぱなしだ。

「あれ……さっきより乳首が尖ってる？」

　穂香は身を屈めて依子の乳頭に顔を近づける。

「……っ！」

　依子が息を呑む。ピンク色の乳首は、先ほどよりも明らかに尖った形をしている。

　――硬いのかな。

　おそるおそる手を伸ばし、つんっと押す。

「ひっ……」

　悲鳴じみた高い声だ。穂香は依子の表情を見ながらもう一度、胸の飾りをつっつく。

「ひぅ、うっ……！」

　依子はそれまで以上に頬を赤くして眉間に皺しわを寄せている。

　依子の肌に触るだけでも満足だったはずなのに、どんどん貪欲になる。

　指先でつっつくだけでは足りなくなって、二本の指で薄桃色の先端をつまんだ。

「んっ」

　ビクッと肩を揺らし、依子は切なそうに顔を歪める。

「かたい……」

　無意識に感想を述べながら、硬い乳首をこりこりと捏こねる。

「あっ、片方だけじゃ不公平だよね」

　右だけでなく左の乳頭も指と指で挟んだ。

「やぁ……っ！」

　普段の依子からは想像もつかない甘い声を聞いて、平常心ではいられなくなる。

　気がつけば、依子の乳首にしゃぶりついていた。

「ひぁあっ!?」

　あからさまに動揺した声が降ってくる。それでも、口に含んだ乳首を放したくなかった。

　凝り固まった乳頭を舌でべろべろと舐めまわしながら穂香は言う。

「んむ、ん……おいひ……」

「なっ、そんなとこでしゃべんない、で……ぁ、あっ」

　じゅるっ、じゅうっと水音を立てながら吸い立てる。もはや本能で動いているといっても過言ではない。

「穂香っ！」

　肩を掴まれたことで顔を上げ、我に返る。

　依子は耳まで真っ赤にして、肩で息をしている。いっぽう穂香はきょとんとしていた。

「穂香も……脱いで」

「……えっ」

「私にばっかりこんなことして、自分はなにもされないとでも思ってたの？」

　唸うなるように言い放った依子の目は据わっていた。剥きだしのままになっている胸を揺らして起き上がり、穂香に詰め寄る。

　責められているのに、こんなときでも穂香は依子を観察してしまう。潤いのあるふっくらとした唇をへの字に曲げている。

　依子は穂香のセーターを裾から捲めくり上げると、ブラウスのボタンを胸のところだけ外した。

　ブラジャーはフロントホックだったので、すぐに乳房が明るみに出る。

　依子のことばかり見ていたので、自分があられもない恰好になったことには数秒遅れて気がついた。

「え、これって……なんか、すごくえっちな気が……」

　赤いリボンはそのまま、胸の上まで捲り上げられたセーター。胸元だけボタンが外され、フロントホックが外れたブラジャー。依子にくらべてだいぶん小ぶりの胸が晒されている。

「……そうかもね」

　やっと機嫌がよくなったらしく、依子が微笑する。

「う……！」

　依子の笑顔は破壊力が凄まじい。心臓がドクンと大きく跳ね上がって、そのままバクバクと連続して鳴る。

　緩くほほえんだまま見つめられる。自然と乳首が尖ってくる。

「……なんで尖らせてるの？」

　依子に、つんっと乳首をつつかれる。

「あぅっ……。だ、だって……依子ちゃんが笑った顔、かわいいから」

　すると依子はきょとんとした顔になった。

「あっ、もちろん笑ってない顔もかわいいよ？」

　取り繕うように言うと、依子は口元に手を当てて俯いた。その顔は真っ赤だ。

「もうっ……」

　両方の乳首をつんつん、つんっと何度も小突かれる。

「あん、あっ……それ、きもちぃ」

　依子の乳首も同じようにつつき返す。

「やぅ、あぁ……っ、ん、はぅ」

　依子は恥ずかしそうに目を伏せながらも、両肩を揺らして喘いでいる。気持ちがよさそうだ。

「依子ちゃん、依子ちゃん……っ、好き」

　乳首をつつきあっている。それでどうして、好きだという気持ちが膨れ上がるのだろう。

　理由もわからないのに、たまらなくなって依子の唇に唇を押しつける。

「んむぅっ」

　突然、穂香がキスしたからか依子は上半身をビクッと弾ませた。

　それでも依子の両手は穂香の乳頭を弄いじりまわす。

　――もしかして依子ちゃんも、私に触りたかった……？

　同じ想いを抱いてくれていたのなら、嬉しい。

　嬉しくて、両手に力がこもる。

　穂香は依子の乳首をきゅうっと扱しごき上げる。

「ひぁぁあっ！」

　依子は大きく体を仰のけ反ぞらせたあと「はぁ、はぁ」と荒く息をしながら穂香の乳房を鷲掴わしづかみにした。

　強い力でそうされて痛いくらいなのに、快感を覚えて全身が震えた。

　必要とされている。それがまざまざと伝わってくる。

「依子ちゃぁん……」

　穂香は猫撫で声を出して依子の肩に顔を埋めた。

　唇に当たった柔らかな肌をちゅうっと吸い立ててみると、赤い痕が残った。

「私の、依子ちゃん。好き、好きっ……！」

　ぼそりと呟つぶやいて、ふたたび肌を吸う。

「んぅう、んっ……ふぅ」

　依子は穂香の後頭部に手を当てて、少し癖のある薄茶色の髪の毛をぐしゃぐしゃと掻かき乱す。

「私だって……穂香のこと、ずっと好きだった」

「もーっ……そんなこと言われたら、泣いちゃうよ！　……嬉しくて」

「泣いていい。……涙は、舐め取ってあげる」

　唇が震えてくる。本当に涙が出てきた。

　依子は有言実行の女の子だ。穂香の目尻に零れた水粒を舌でそっと舐め取る。

　応えたい。そんな気持ちが湧き起こって、依子の乳首を指で上下に素早く嬲なぶった。

「はぅん、んぅっ」

「色っぽい声だね？」

「……だれのせいだと」

　拗ねたような顔をしている依子もかわいい。

「どうしよう。私のせいだと思うとよけいに興奮する」

　ああ、また鼻息が荒くなっている自信がある。

　穂香は依子に抱きつく。ふわりと漂ってくるのは花のような香り。

「依子ちゃんってすごくいい匂いがする……。薔薇ばら、みたいな」

「……ボディソープの、香り」

　抱きついているので依子の表情は見えないが、きっと照れている。それで、ぶっきらぼうな言い方になっているのだ。

　それがかわいくて、ますます腕に力がこもる。

「んふ……」

　胸と胸が重なっていることにやっと気がついた穂香は、急に色めき立って自身の乳房を掴む。

　硬くなっている自分の乳頭で依子の乳首をつつく。

「や、それっ……はぁ、ぁっ、あぁん……っ」

　耳のすぐそばで響く依子の甘い声に感じ入りながら両手を動かし、薄桃色の突起を弄る。

　幸福感が込み上げてくる。依子と乳首を突き合せることで、彼女と特別な関係になったことを実感する。

「依子ちゃんっ……！　あん、あっ……乳首、硬いね？」

「……っ、穂香のほうが……あぅ、んっ……硬い……っ」

　もっと、もっと触れたくなる。

「依子ちゃぁん……！」

　叫びながらキスをした。

　――もっと……依子ちゃんを感じたい。

　依子のスカートを脱がせて、足先から脚の付け根まで舌で舐め辿る。

「んゃ、うぅっ……くすぐったい……」

　ビキニラインを舌先でツツツとなぞる。

「あ、ん……っ」

　くすぐったいのとは異なる感覚が湧き起こったのだと直感した穂香はさらに攻める。

　秘所を覆っているショーツの端を指で持ち上げて、そこから中へと舌を滑り込ませた。

「ひゃっ！」

　依子が驚きの声を上げる。

「ちょ、ちょっと……穂香！」

　咎めるように声をかけられても、やめられなかった。舌はまるで別の生き物のように動いて、依子の秘めやかな割れ目に触れる。

「ひあっぁぁあっ……！」

　とたんに大きな声を出し、依子は両足をガクガクと上下させた。

　いつの間にかふたりともカーペットの上に寝そべる体勢になっていた。依子が穿いているオフホワイトのショーツをそっと下へずらす。

「だめっ、だめぇっ」

　胸のときとは段違いに恥ずかしそうな顔で、依子はぶんぶんと首を左右に振っている。

「だめなの……？　でも全部見たいし、触りたいよ」

　上目遣いで依子を見る。

「うぅ……」

　とうとう両手で顔を覆って、依子は黙り込んだ。そうしてしばらくふたりとも無言だった。

「……穂香って……欲に忠実なタイプだったの？」

　ぽつりと訊かれた。

「そうだったみたい。……ごめん。幻滅した……？」

「幻滅なんてしてないけど……ちょっと、戸惑ってる。その……ゆっくり……して、くれる……なら」

「うん、するする」

　ぱあっと顔を輝かせて、穂香は依子のショーツを一気に足先までずらした。

「ちょっと！　ぜんっぜん……ゆっくりじゃ、ないっ」

　依子は脚の付け根を押さえて取り乱す。恥じらう姿もいい。

「ご、ごめん」

　つい性急な動きになってしまう。これまでずっと、触りたいのを我慢していたせいだ。

　――ゆっくり、慎重に……！

　自分に言い聞かせながら依子の脚の付け根にそっと手を伸ばす。

　ふっくらとした恥丘が、とてつもなく愛らしく思えた。胸の鼓動が速くなる。

　割れ目からは蜜が滲んでいた。

「濡れてるね？」

　興奮気味に穂香が言えば、依子は「ん」と短く唸って顔を背けた。

「大洪水だよ」

　追い打ちをかけるような穂香の言葉に、依子はますますばつが悪そうに眉根を寄せた。

「仕方ないじゃない！」

　依子はすっかり開き直っている。

「穂香に触られると……気持ちいいから」

「依子ちゃん……」

　嬉しすぎて瞳が潤む。穂香は大きく息を吸ったあとで依子の濡れた裂け目に唇を寄せた。

「ひあっ!?」

　依子は何度も瞬きをして、ひどくうろたえている。

「やっ、やぁっ！　なにするの」

「……触ろうと思って」

「触るって……その……口、で？」

　穂香はこくりと頷き、上目遣いで依子を見つめる。

「んもぅ……」と不満そうにしながらも、依子はだめだとは言わなかった。

　――依子ちゃんの気が変わらないうちに。

　淫唇にちゅっとくちづける。依子の体に力が入ったのがわかった。脚を動かしたいのをこらえているようだった。

　じっと耐えるようすが愛しくて、穂香は何度も依子の割れ目にキスをする。

「そんな、いっぱい……だめぇ……っ」

　腰を揺り動かしながら猫撫で声で言われても、嫌がっているようには見えない。むしろ、ねだられているのだと曲解してしまう。

　穂香はべえっと舌を出し、裂け目の表皮を下端から上端までべろりと舐め上げた。

「ふぁぁぁあっ！」

　依子の形のよい乳房がふるりと揺れる。

「んんぅ……おいひぃ……」

「なっ、そっ……う、あぅうっ……！」

　秘裂に這わせていた舌はしだいに奥へと入り込んでいく。舌先が肉粒に押し当たった。

「あぁあっ、そこっ……んふぅ、うぅっ」

　舌で素早く淫核を嬲る。

「だめっ、くる……もぅ、あぁっ……い、く……いっちゃ……あ、あぁあああぁっ……！」

　依子の全身がビクッ、ビクッ、ビクッと一定のリズムで跳ねた。

　――イッたんだ。私の舌で……。

　穂香はにやけ顔になる。それから、ぜいぜいと肩で息をする依子の顔を覗き込んだ。

　依子は天井のほうを向いてなにか考え事をしているようだった。

「依子ちゃんの考えてること、当てる自信ある」

「……言ってみて」

「明日は土曜日だけど学校へ行って、花壇をきれいにするつもり……でしょ？」

　依子は目を見開くと、ちょっと悔しそうに「正解」と答えた。

「私も行くからね」

「……だめって言っても、来るんでしょ」

「さすが、よくわかってる」

　互いに性格はよく知っている。

　――けど、体のことは知らない。

「ね……依子ちゃん。全身に触らせて？」

「……っ。だめって言っても、触るんでしょ……」

「うん」

　満面の笑みを浮かべる穂香に、依子は顔を寄せて唇を塞いだ。
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        見つめるのは禁止です！


　膨ふくらみはじめた桜の蕾つぼみの下を彼女が走る。

　七々瀬ななせひよりはグラウンドの隅で彼女――桶河原おけがわら　翼つばさ――の姿を目で追っていた。

　沈みかけの太陽が目の高さにあって眩しいのだが、それでもひよりは目を凝らして翼を見つめる。

　頭の高い位置でまとめられた、黒く長い髪がひらひらと揺れていた。横顔は凛としていて、その睫毛が長いことが遠目でもわかる。

　――ずっと見ていたい。

　許されるのならば、ずっと。

「七々瀬さーん！　ちょっと、こっち」

　ひよりは我に返ったあとで「はいっ」と返事をする。ベンチに座っていた先輩マネージャーが手招きしていた。

　小走りで先輩のもとへ行く。これまで三年生の陸上部マネージャーが担っていたことを、今後はひよりがひとりですることになるので、その引き継ぎについての話だった。

　先輩から話を聞き終えたひよりは、先ほど小走りして乱れたセミロングの髪を手櫛てぐしで整え、ネコの形のピンで前髪を留め直した。

　それから、走り終わった部員たちにタオルとドリンクを届ける。三年生の選手はもう引退しているので、二年生と一年生だけだ。

　近くにいる部員から順番に配る。

「お疲れ様」と言いながらひよりは翼にドリンクとタオルを手渡した。

「ありがと」

　交わす言葉はいつだってこれだけ。

　翼はすぐにほかの部員に囲まれる。ひよりは瞬く間に輪の外へと追いだされてしまう。

　もっとも、部の全員にタオルとドリンクを手渡さなければいけないので、翼のそばにずっといることはできない。

　翼とはクラスが違うので、部活動以外で接点がない。

　――もっと話したい。

　そう思ってもう一年近くが経つ。陸上部のマネージャーとして入部したのが四月。いまはもう三月だ。

　そのあいだずっと、眺めてばかりいる。

　――桶河原さんに注目してる人はたくさんいるから、私が見つめてたって目立たないはず。

　ところが最近、思うことがある。

　――前よりも目が合うような？　……ううん。勘違いだよ。

　こっちを向いてほしいと思っているから、そう錯覚しているのだと自分に言い聞かせて、ひよりはマネージャーとしての仕事に精を出した。






　校舎の北側、人気ひとけのない廊下を通ってグラウンドへ向かっているときのことだった。

　廊下の角を曲がるとそこには翼がいた。ひよりは驚いて「ひゃっ!?」と声を上げ、尻餅をつく。

　翼もまた驚いたように目を見開いて立ち止まった。

「ごめん。大丈夫？」

　手を差し伸べられる。

「私こそ、ごめん。……ありがとう」

　どきどきしながらその手を取る。

　――あ……手、ちょっと冷たい。

　そんなことを考えながら、翼の手を借りて立ち上がる。ひよりは、翼と手を繋いでいるのが気恥ずかしくなってすぐに引っ込めようとした。

「え……あ、あの……？」

　ところが翼は手を放してくれない。手と手を絡め合わせたまま、じりじりと詰め寄られる。

　ひよりは後ろ歩きするしかなかった。背中が壁にぶつかり、どこにも逃げられなくなる。

　翼は右手を壁についてひよりを囲い込んだ。

「ねえ、私のこと……いつも見てるよね？」

　じいっと見つめられ、心臓はじかに揺さぶられたようにドクンッと大きな音を立てる。

　――うそうそ、バレてた!?

　ぱくぱくと口を動かしてうろたえる。なんの言葉も出てこなかった。

　――どっ、どうしよう！

　まっすぐに見つめてくる翼の瞳がきれいだなんて、呑気のんきに考えている場合ではない。

「みっ……み、見てないよ」

　ひよりは視線を泳がせながら答えた。ここで認めてしまっては、見つめていた理由まで追及されそうだ。それは絶対に避けなければ――。

「嘘。だって目が合う。何度も」

　ぎくうっ。

「――あれっ、翼先輩っ！　どうされたんですかっ？」

　突如、後方から声が聞こえた。繋ぎ合わせていた手の拘束が緩む。

「私、先にグラウンドに行ってるね」

　ひよりは口早に言って、そそくさとその場をあとにした。

　翼は女子人気が高い。陸上大会では常に上位をキープ。成績だって学年で一、二を争う。次期生徒会選挙では周囲の圧倒的な支持を得て生徒会長の座を勝ち取った。まさしく三拍子そろったクールビューティーである。

　――私とは大違い。

　運動は全般、苦手だ。勉強は頑張っているつもりだが、成績はいつも中の下。生徒会選挙の際はだれからも推されなかった。

　翼のまわりにいる人たちは皆が輝かしい。かわいかったり、きれいだったりする人たちばっかりだ。

　――私じゃ……ぜんぜん、釣り合ってない。

　なにをとっても平々凡々だ。翼のそばに行くためには、もっと自分を磨く必要がある。

「七々瀬さん、待って」

　急にすぐそばで翼の声がした。早歩きをしていたのに、すぐに追いつかれてしまったらしい。さすがに足が速い。

「一緒に行こう」

「う……うん」

　見つめていたことを言及されなかったことにほっとしながら歩く。

　――でも、なに話そう!?

　突然のことで、なんの話題も思い浮かばない。

　翼はというと、こちらをじいっと見つめているので、よけいに頭が沸騰して、なにも考えられなくなった。

　ろくに会話しないままグラウンドに着いてしまう。部室でジャージに着替えながらひよりは決意する。

　――今日は絶対、桶河原さんのこと見ない！

　着替えをしている翼をじろじろと見たいという欲求を抑え込んで、目の前のロッカーにのみ視線を据えた。

　部活動中も決して翼を見てはいけない。そうでなくては言い逃れができなくなる。

　ひよりは翼よりも遅れてグラウンドに出た。

　見てはいけない。わかっているのに、気がつけば翼を視界に捉えている。

　――もうっ、意志が弱い！

　自身を叱咤して、目を逸らす。

　タオルとドリンクを手渡すときも、翼の顔は見ずに喉のあたりを見てなんとかマネージャーの仕事をこなした。

「七々瀬さんと私が掃除当番だよね」

　箒ほうきを持った翼を見て、ひよりはぽかんと口を開けた。

　部活動中は気が動転していたせいで、すっかり忘れていた。

　――そ、そうだった……。

　三年生のマネージャーが引退したので、週末の部室掃除当番を決める権限がひよりに移ったばかりだった。

　それで、自分と翼をペアにした。職権乱用だ。だがこのタイミングでは、まったくもってよろしくない。

「も、もう外も暗いし、ちゃっちゃと終わらせちゃおう！」

　あさっての方向を見ながら箒を手にして、ひよりは床を掃きはじめる。

　――無心でやるんだ！

　邪念があるから翼を見てしまうのだ。無心で掃除に励めばきっと、乗り越えられる。翼に詮索されずに済むと踏んで懸命に両手を動かす。

　部室はふだんよりもピカピカになった。箒を掃除用具入れに戻そうとしていると、翼がしまってくれた。

「あ、ありがとう……桶河原さん。部室、いつもよりもっと綺麗になったね」

　笑って言うと、翼は「そうだね」と頷いた。

「ねえ……七々瀬さん。やっぱり私のこと見てるよね」

　どきっ。

「なんで見るの？」

「……っ」

　翼の切れ長の瞳には有無を言わせぬ迫力がある。

　もう、逃げられない。そう直感した。

　嘘や偽りはすべて見透かされてしまう。そんな気がする。翼の瞳には迷いがないのだ。

　ひよりは大きく息を吸う。

　もう言ってしまおう。言って、玉砕しよう。

「桶河原さんのことが、好きだから……ずっと、見ちゃう」

　部室にこだまする自分の声。なんだか虚しく思えてくる。発言を即後悔して、下を向く。

　翼のことを目で追いかけるようになる前まで時間を巻き戻せたらいいのに。

　――ううん。そんなことしたら、桶河原さんが頑張ってる姿を全然、見られない。

　それは嫌だ。いつも目に焼きつけている。

　ふられても、たまには見てもいいか尋ねてみよう。

　顔を上げて息を吸う。ところが次の言葉を発することができなかった。

　翼はきっと困った顔をしていると思っていた。それなのに、予想を裏切って翼は破顔している。

　こんなにも嬉しそうに笑っているところは、初めて見た。

「なんだ、一緒だ」

　ひよりは首を傾げる。

「えっと……なにが？」

　長い足を一歩、二歩と動かして翼が近づいてくる。

「私だって……七々瀬さんのことが好きだから、見つめてる」

　女の子にしては少し低い声が耳をくすぐる。

　聞き間違いのはずなのに、やけに明瞭だった。

「…………へっ？」

　ひよりがとぼけた声を出したのが面白かったのか、翼はますます笑みを深めた。

「七々瀬さんが好き。けっこう前から。でも……あんまり話したことなかったし、いきなり好きだなんて言ったら迷惑だろうなって……思ってた」

　真剣な眼差しだ。嘘や冗談ではない。いや、そう思いたいだけなのかもしれない。

「ねえ。七々瀬さんは、なんでいままでほんとの気持ちを言ってくれなかったの？」

「それ、は……」

　ひよりはためらったのちに吐露する。

「わ、私……桶河原さんのそばがふさわしい人になりたくて」

「ふさわしい？　なにそれ」

「私って、なにをやっても中の下っていうか……中途半端っていうか。こう、輝くものがなんにもないから」

「輝いてるよ、すごく」

　翼の右手が伸びてくる。

「このネコのピンとか」

　前髪につけていたネコのピンが、蛍光灯に反射しているらしかった。

「そ、そうじゃなくてっ……ええと、ええとっ」

　口ごもるひよりを見て翼はクスクスと笑う。

「わかってるって」

　翼は首を傾げて、少し困ったように笑う。

「七々瀬さんはだれよりも輝いてる」

　細く長い指先が頬を辿っていく。翼の指を冷たく感じるのはきっと、自分の頬がとてつもなく火照ほてっているから。

「マネージャーの仕事、いつもいちばん頑張ってる。ずっと見てたから……わかる。そういうとこ……好きだって思う。すごく」

　翼の指先が口元までやってきた。唇をそっと撫でられる。

「自信もって。……ひより」

　どきりとする。初めて名前を呼ばれた。

　先ほどからずっと唇に触れられている。どうしてだろう。

　いつの間にか翼の顔がすぐそばにあった。

　そうしてやっと、翼がなにをしようとしているのか気がつく。

　――これって、ええと、どうすればいいんだっけ!?

　うろたえながら目を閉じる。それだけでよかったのだろうかと考えているあいだに、唇に柔らかなそれが押し当たった。

　――桶河原さんのくちびる……！

　柔らかくてしっとりとしている。もともと熱かった顔がさらに熱を帯びていく。

　唇が離れたタイミングで薄く目を開けた。

　翼の頬は赤い。唇は半開きだ。息遣いがよくわかる。走ったあとだって、そんなふうに荒らげていることはない。

　――興奮してるから……？

　ひよりの息遣いも荒くなる。

　ここは部室なわけで。掃除はもう終わったわけで。いつまでも留まっていてはいけないと思うのに、動けなかった。

　陽が落ちたらしく、外は薄暗い。

　頬をつつつ……と指先で辿られる。

「ね……しよ」

　ひよりはぱちぱちと瞬きをする。

「……な、なにを？」

「わかんない？」

　いや、わかっている。そこまで鈍感ではない。

「私……ひよりとそういうことしたいって、ずっと思ってた。妄想、してた」

　翼はわずかに眉根を寄せている。苦々しげな表情だ。

「気持ち悪い？」

　ひよりはぶんぶんと首を横に振る。

「えっと、その……う、嬉しい……よ。私も……ちょっと、妄想することあった」

　語弊ごへいがある。妄想していたのは『ちょっと』どころではない。

　恥ずかしくてとても口には出せないが、翼を想いながら何度も自分を慰めたことがある。

　翼は嬉しそうに破顔している。えもいわれぬ感動が込み上げてくる。いますぐ写真を撮りたいくらいだった。

　――ううん。そんなことしなくても一生、忘れない。

　頭の中に深く刻みこもう。

　ひよりは無意識に「うん、うん」と頷いていた。

「どうしたの」

　翼は不思議そうに首を傾げている。彼女はどんな仕草も絵になる。

「きれいだなぁって……」

　惚けながら本音を口にする。とたんに翼は頬を赤く染めた。

「ひよりって素直なのかそうじゃないのか、よくわかんない」

　頬を掴まれた。額がこつんとぶつかる。翼の顔が間近にある。

　恥ずかしくなって俯く。視線の先には翼の胸元。制服のブラウスはボタンがふたつほど外されている。

「……見たい？」

「へっ……？」

　きちんと聞き取れたはずなのに、問い返すような声を上げてしまった。

　翼はブラウスのボタンをおもむろに外していく。谷間が覗き、目が離せなくなる。

「ね、どっち。見たいのか、見たくないのか」

　瑞々しい唇から紡ぎだされた言葉は蠱惑的こわくてきだった。

　――色気すごすぎ！

　抗えるはずもない。ひよりは羞恥心しゅうちしんを捨てて「見たい」と言葉を返す。すると翼は満足げに口の端を上げた。

　翼はさらにボタンを外していく。その指先はわずかに震えている。

「……緊張してる？」

　小さな声で尋ねると、翼はこくりと頷いた。

　――桶河原さんは、大胆なのかそうじゃないのか……よくわかんない。

　先ほどの翼と同じようなことを考えながら目を凝らす。一瞬でも見逃したくなかった。

　ブラウスのボタンがすべて外され、前がはだける。翼はキャミソールを着ていた。

　ブラウスの袖とキャミソールの肩紐が一緒に下へとずれ、総レースの真っ白なブラジャーが露わになる。

「……っ!!」

　乳首が透けている。

　すぐには言葉が出てこず、金魚のように口をぱくぱくさせる。

「……これ、変？」

　翼が恥ずかしそうに訊いてきた。ひよりはぶんぶんと首を横に振る。

「変なんかじゃ、ないけど……」

　視線をさまよわせつつも、翼の胸元はしっかりと目の端に捉える。

「い、いつもこんな……エッチな下着をつけてるの？」

「えっ？　エッチなの？　このブラって……」

「だ、だって……乳首、透けてるから」

「これは、その……なんか、かわいいなって思ったから……」

　それまでとは打って変わって翼は耳まで真っ赤にして俯く。

「……エッチ、なのかな」

「……っ！　そ、そうだけど……そうじゃないよ。っていうか、私にはすっごいご褒美っていうか！　エッチなの、私は好きだよ！」

　しばしの間。しいんと静まりかえる。

　――なに言ってんの、私!?

　かあっと頬が熱くなる。意気込んで言葉を発したものの、とんでもないことを口走ってしまった。

「ふふっ……。ひよりって、楽しいね。ますます好きになっちゃった」

　喜びで胸が鳴る。翼は制服のスカートのファスナーを下ろしていく。

「こんなふうに自分から脱いで、見せつける……みたいなこと、ほんとは恥ずかしいけど……。でも……ひよりに、見てもらいたくて」

　切羽詰まったような声にきゅんとする。

　パサリと音を立てて、濃紺のプリーツスカートが床タイルの上に落ちた。

　ブラジャーと揃いのレースのショーツはやはりところどころ透けている。

「……いい」

　心の声が漏れてしまい、慌てて口を押さえた。

「ひよりのお気に召してよかった」

　翼は嬉しそうに笑いながらひよりに両手を伸ばす。

「あ、えっ……」

　服を脱がされそうになったひよりは後ずさる。

「見せるのは嫌？」

「違う、そうじゃなくて……あの」

　ブラジャーとショーツはボーダー柄だ。子どもっぽすぎて恥ずかしい。とても見せられない。

「……うん」

　ひよりが言葉に詰まっているあいだも、翼はじっと待ってくれる。ひよりは息を整えてから口を開いた。

「私の下着……その、子どもっぽくて……」

「どんなふうに子どもっぽいのか、見たい」

　そうしてセーターを首元まで捲り上げられる。

　セーターを脱がないかぎりブラウスは脱げない。胸のところだけボタンを外され、左右に開かれた。キャミソールは、セーターと同じく裾から首まで引き上げられてしまう。

　翼の瞳が、水色と白のボーダーのブラジャーを捉える。翼はしばらく無言だった。

「……いい、よ。ひより。かわいい」

　恍惚とした表情を浮かべて、翼はひよりの背に腕をまわす。プチンと音を立ててブラジャーのホックが外れた。

「あ、ま、待って……！　私だけ、じゃ……やぁ」

　ひよりは縋すがるように両手を伸ばし、翼の背中を手探りする。それがくすぐったかったのか、翼は「んんぅ」と唸った。

　翼の肌を早く見たいと焦っているせいか、あるいは興奮しているせいか、なかなかブラジャーのホックを外せない。

　ひよりは懸命に両手を動かして、やっとの思いで翼のブラジャーのホックを外す。

「あ、んっ……ひより……積極的、だね」

「えっ……？」

　気がつけば、翼の胸に自分の乳房を押しつける恰好になっていた。

「えぁっ!?　あの、これはそのっ」

　とっさに離れようとするひよりの肩を、翼がすかさず掴む。

「せっかく気持ちよかったんだから……」

　虫の鳴くような小さな声で言って、翼は自ら総レースのブラジャーを捲り上げた。

　好きな人の乳房を、こんなにも間近で見ることができるなんて思ってもみなかった。引き締まっていながらも柔らかそうな乳房に、釘付けになる。

　そのあいだにボーダーのブラジャーも退けられてしまっていた。陽が落ちた部室で、互いに胸を晒して向かい合っている。

　でこぴんをするように、乳首を下から上へと弾かれた。

「ふぁうっ！」

　身をくねらせながらも、ひよりは翼に同じことを返す。

「んぁっ……うぅ」

　翼は官能に耽ふけったようすで息をつく。いっぽうひよりは背中に壁を押しつけた状態で身悶えしていた。

　翼の右手がショーツの内側に潜り込んでくる。ひやりとした指先で、裂け目の中にある肉粒を激しく擦り立てられる。

「やっ、も、だめだめっ……イ、っぁ……っ、イッちゃうからぁあっ！」

　宣言どおりに全身がビクッ、ビクッと痙攣けいれんして絶頂に達する。下腹部を中心とした脈動に、羞恥心と快楽を攫さらわれた。

　ひよりがぐったりしていると、視線を感じた。上を向けば、翼と目が合う。

「だ、だめ……見つめるの、禁止！」

「なんで？」

「私の心臓が、壊れちゃうから」

　翼は「ふふ」と笑い、キスしてくる。

「桶河原さ……」

　口に人差し指を押し当てられた。

「名前、呼ばれたい」

　切なげな顔の翼を見て胸を締めつけられる。早く名を呼ばなければと思うのに、声が出ない。

「もしかして私の名前、知らない？」

　本気なのか冗談なのか、どちらともつかない調子で翼が言った。

「し、知ってる」

　慌ててそう答えれば、翼は涼しげな切れ長の目を細くしてほほえむ。

「じゃあ……呼んで」

　どきどきしながら、声を絞りだす。

「つ……翼、ちゃん……」

「翼ちゃん？」

　なにがおかしいのか、翼は眉根を寄せて笑っている。

　ひとしきり笑ったあとで、翼は神妙な面持ちになった。

「ナカ……指、挿れてもいい？」

「な、なかって……」

　その箇所を示すように、蜜口を指で押される。くちゅっと水音が立った。

「そそそそっ、そこっ!?」

　驚きのあまり声が裏返る。翼は相変わらず笑ったまま「そこ。」と、あっさり肯定する。

「自分で挿れたこと……ない？」

「……な、ない」

「私はあるよ。ひよりを想いながら、何度も」

　――私を想いながら、オナニーしてくれてるってこと？

　恥ずかしさと嬉しさで卒倒してしまいそうだ。

「ひよりのナカの気持ちいぃ場所……探らせて」

　なんという殺し文句だろう。そんなふうに言われては、考えるよりも先に首は縦に動いてしまう。

　素直に頷いたひよりを見て翼は口角を上げる。

「爪はちゃんと短くしてるから……安心して」

　そう言われて翼の手元を見る。確かに爪は短いが、じつに女性らしい綺麗な指だ。

　――私とは大違い。

　綺麗な人は指先まで美しいのだと感心しているあいだに、白と青のボーダー柄のショーツを脱がされていた。

　ブラジャーは半脱ぎで、スカートは穿いたままだが秘所は明るみに出ている状態だ。なんて卑猥ひわいな恰好なのだろう。

「あ、私も脱がなきゃだめなんだっけ」

　思いだしたように言って、翼もまたショーツを脱いだ。

　つんと上を向いた乳首。細い腰に、長い足。黒髪が胸にかかっているのがなんとも艶なまめかしい。着飾っていなくても、翼はやっぱり麗しい。

「部室で全裸って……やばいよね」

　そのわりに翼からは危機感が伝わってこない。むしろ楽しんでいるようにも見える。

　ドクッという脈動が、心臓から発せられたものなのかあるいは下腹部で起こったものなのか、わからなかった。

　翼の裸を見ているだけで、自分の内側が潤んでいく気がする。

「座ったほうがいいかも」

　促されるまま、ひよりはベンチに腰かける。

「脚、開いて……」

　優しい声に操られるようにしてひよりは両足を左右に広げる。

　とんでもなく大胆な体勢だ。秘めやかな箇所を、翼に向かって開け広げにしている。

　――恥ずかしい、けど……！

　翼に触れられたい。彼女の望みを叶えたい……と、強く思った。

　翼はひよりのすぐそばに腰かけた。裸でベンチに座っているというのに、堂々としている。

　胸同士がぶつかった。

「あぅっ……」

　とたんに胸の先端が尖る。頬に当たるのは熱い吐息だ。

「じゃ……挿れる、よ」

　翼の指先が淫唇を割って下降する。

「あ……ッ」

　初めての感覚だった。

　怖いという気持ちはまったくないものの、全身が総毛立つような異物感に見舞われる。

　細長い指がゆっくりと奥へ進んでいく。

　呼吸を忘れてしまいそうになるほど衝撃的で、そして凄まじいまでの悦びに溢れていた。

「翼ちゃんの指、が……私の……ナカ、に」

　事実を口にすれば、ますます幸福感が増す。

　ほかのだれにも見せず、触れられたことのない箇所に翼の指が沈んでいる。これほど幸せなことはない。

「……そう。ひよりのナカに指を挿れてるのは、私」

　落ち着いていながらも、どこか興奮した声音で翼は言葉を紡いだ。

「ひよりのナカ……熱いね」

「そ……なの？　ん、んぁ……あ……っ」

　翼が指を前後に動かすので、それ以上は話せなくなる。指の動きはしだいに激しくなっていく。

「いっぱい溢れてるよ、ひより」

「ふぇっ……？」

　翼の視線を先を追う。まるでお漏らしをしたようにベンチが濡れていた。

「やっ、そんな……！」

　粗相をしてしまったようで、羞恥心を掻き立てられる。

「いいと思うよ、すごく」

　うっとりとした顔で翼は言葉を継ぐ。

「私は嬉しい」

　指で内側を探られながら、キスを交わす。なにもかもが熱い。

「もっとぐちゃぐちゃになってほしいくらい」

　甘い吐息が頬を掠める。

「あ……ナカ、締まったかも？」

「えっ!?　わ、わかるの……？」

「なんとなくだけど、ね。もっともっと締めつけてくれていいよ」

　乳首をつんつんっといたずらっぽくつつかれた。

「あふぅっ、あ……んっ、ふぁうっ……！」

　両脚がぴくぴくと震える。

　指の激しい抽送に加えて花芽を親指でぐりぐりと押され、乳頭は指でつまみ上げられている。

　かつてない快感で、頭の中が真っ白になる。

「ひぁあぁああぁっ……!!」

　ひよりの声が部室にこだまする。

　全身から力が抜けて、翼にしなだれかかる。翼はすべてが柔らかい。

　出来心で、剥きだしのままになっている翼の秘所に手を伸ばした。

「翼ちゃんも……濡れて、る」

　幼い子どものようにひよりが言うと、翼は小さく頷いた。

「ひよりのこんな姿を見てるんだから……当然でしょ。私とひよりのナカ、どっちが熱いかな」

　じっと見つめられた。見つめるのは禁止だと先ほど宣言したのに、翼はまるで聞いていない。

「えっと……私が……確かめても、いい？」

　おそるおそる尋ねると、翼は「もちろん」と即答した。

　翼の蜜口の浅いところを指で弄まさぐる。

「きて……。もっと奥に……」

「で、でも……」

　翼を傷つけてしまいそうで怖い。

「大丈夫、だから……。ひよりに、奥まで弄られたい……」

　息を整えて、指を進める。翼の内側はひどく窮屈きゅうくつだ。

　どちらのナカのほうが熱いのかは定かではない。自分の内側には指を挿れていないのでわからないし、互いにどんどん熱されているようにも思えてくる。

「ひより……ぁん、あっ……ん、そう……そのまま、指……動かしてぇっ……！」

　叫ぶように翼が言うので、ひよりは懸命に指を前後させた。

「もっ……あぁ、イク……ふぁあぁぁぁっ――……！」

　指で感じる脈動が愛しくて、たまらない気持ちになる。

　絶頂を迎えた翼を、ひよりは食い入るように眺めていた。

　そのことに気がついたらしい翼が困ったように笑ってひよりの目元を手で覆う。

「見つめるのは、禁止」
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        先生、露出はほどほどにしてください


　中里なかざと　呉羽くれはは生徒会室でひとり、会計の仕事に励んでいた。左手で電卓を叩きながら右手で数字を書き込んでいく。

　ほかの生徒会メンバーは、運動部の試合時に応援で使用するうちわの制作会社の選定に行っている。

　窓の外は暗くなりはじめている。

　――そろそろ帰らなくちゃ……。

　カタカタと電卓を叩き、一仕事終える頃にまた窓のほうを見た。もうすっかり陽が暮れてしまった。

　どういうわけか無性に絵が描きたくなった呉羽はスクールバッグからノートを取りだし、鉛筆を動かした。

　頭に浮かんでいる人の顔を描いていく。

　そう、夢中になっていた。だからまったく気がつかなかった。

「――それ、私？」

　突如として後ろから声をかけられた呉羽は驚きのあまり全身をびくりと跳ねさせる。イスと机がガタッと大きな音を立てた。

「せ、先生……」

　生徒会の顧問教師である進藤しんどう　芙柚ふゆがこの部屋へやってくるのはごく当たり前のことだ。それなのに、芙柚の顔をノートに描くなんて軽率だったと後悔する。

「…………っ」

　呉羽はなにも言えずに下を向く。

　描いていた絵が彼女だとわかってもらえて嬉しい気持ちと、勝手に描いていることが芙柚にばれてしまった焦燥感がないまぜになって、頭の中はぐちゃぐちゃだった。

「もしかして私のこと、絵に描いてくれるくらい好きとか？」

　教師とは思えない軽口を叩いて芙柚は隣に座る。

　ライトブラウンのウェーブヘアを両肩に流し、大きく胸元が開いたピンク色のセーターを着ている。彼女はいつだってそういう露出の多い服装だ。

「先生……その服、どうにかならないんですか」

　平静を装って言ったものの、心臓はバクバクとうるさいくらいに鳴り響いていた。

　話題を変えることで、芙柚の絵を描いていたことをごまかしたかった。

「うん？　どうして？」

　少しも悪びれるようすなく芙柚は大きな胸を揺らして首を傾げる。

「だって……その、目のやり場に困るっていうか」

「いいじゃない、女同士なんだから。あ、そうだ。私の胸も描く？」

「なっ、な、なに言ってるんですか!?」

「ふふっ。中里さんが取り乱してるとこ、初めて見た」

「……からかわないでくださいっ。っていうか、変な冗談はほんと、やめてください」

「冗談で言ったわけじゃないよ」

　芙柚は座っているイスの端を持って呉羽のほうへとずらしながら近づいてくる。

　ガタ、ガタという、イスと床が擦れる音がやけに耳を打った。

「描いてもらいたいなぁって……本当に思ったの」

　イスが動く音に気を取られているあいだに芙柚がごく間近に迫っていた。

「ね、どう？」

　芙柚はセーターの胸元に指を引っかけると、わずかに捲って内側を見せつけてくる。

「だからっ、そんな……冗談……」

　目を逸らさなければと思うのに、釘付けになってしまう。

　――もうあと少し下にずれたら、乳首が見えちゃう。

　いや、ブラジャーをつけているはずだ。

「冗談なんかじゃないってば」

　言いながら、芙柚は自身の背に腕をまわす。プチンッと、ブラジャーのホックが外れる音がした。

　締めつけられていた膨らみが左右に広がるのが、服の上からでもわかった。

　ドッドッドッ……。動悸がひどすぎて、くらくらしてくる。

　――先生、どういうつもり？

　冗談ではないのなら、からかっているつもりだろうか。しかし真剣な表情だ。緊張しているようにも見える。

　芙柚はふたたびセーターの胸元に手をかける。今度は両方の手で、セーターの襟えりを脇のほうへ向かって開いた。

　露わになったのは豊かな乳房。自分にはない、もの。

　妄想していたよりも乳輪は大きく、そして鮮やかだった。胸のいただきはつんと尖って上を向いている。

　呉羽はつい凝視してしまう。

「……中里さん」

　呼びかけられたことではっとして顔を上げる。芙柚は穏やかにほほえんでいる。

　芙柚はなんのために胸を晒したのか。それは、その部分を描いてもらうため。

　――私に、スケッチさせるため……。

　裸を描くのは芸術としてよくあることだ。芙柚はごく真面目に、そういう視点で胸を見せているだけ。

「先生……本当に、描いていいんですか？」

「うん」

　それでもまだためらいは残る。美術部でもないのに、そんなことを学校でしてよいのか、と。

　ところがしだいに『描きたい』という思いが強くなってくる。自分自身がそれに抗えなかった。

「じゃあ……描き、ます」

　鉛筆とノートを手に取って、体ごと芙柚のほうを向く。

　すでにできあがっていた顔に、首から下の部分を描き足していく。

　――先生って……鎖骨もきれい。

　なにもかもが黄金比で形作られているのではないかと思うほど、整っていて美しい。それを絵におこすことができて嬉しかった。

　鉛筆の先は膨らみの稜線りょうせんに差しかかる。薄桃に色づいた部分だ。どうしようもなく喉が渇いてくるのはなぜだろう。

　ごく、ごくっと何度も生唾を飲みながら鉛筆の先を走らせる。

　絵を描くとき、呉羽はできるだけ写実的になるように心がけている。ありのままを、正確に。そのためには対象をよく観察しなければならない。

　――先生の顔だけは、見なくても描けるけど。

　恋い焦がれる彼女のことは常日頃、脳に刻み込んでいる。ただし、それは見えている部分だけの話である。

　服に隠れている箇所は、初めて目にする。まじまじと見なければ、描けない。

　――心臓……壊れそう。

　こんなにもドキドキした状態で絵を描くのはきっと最初で最後だ。

　――進藤先生の気まぐれなんだろうし……！

　だからこそ一所懸命に描く。この先ずっと見ることは叶わないであろう芙柚の乳房を、忠実に絵におこしたい。

　――絵の具を持ってきてればよかった。

　とてつもなく鮮やかな薄桃色の乳首の色を紙の上で再現できないことが非常に残念だ。

　芙柚の乳首を注視する。しだいに形が変化してきた。

　――尖ってる……？

　描きはじめたときよりも明らかに鋭い形になっている。

　ちらりと芙柚の顔を見れば、頬が赤らんでいた。とたんに呉羽はかっ、と耳まで熱くする。

　――描いてって頼んできたのは先生なのに！

　自分から胸を晒しておいて、恥ずかしそうにしているのはずるい。かわいすぎて、理性が吹き飛びそうになる。

　――先生は、私にスケッチされて……感じてる、ってこと？

　変態ではないか。喉まで出かかった言葉を呑み込む。

　――だって……嬉しい。私が、先生を興奮させてるってことだもん。

　そんな考え方をしている自分もじゅうぶん『変態』だ。人のことをとやかく言える立場にはない。

　うっかりしていたら息をするのを忘れそうになる。それほど芙柚は魅惑的だった。

　触れてみたくてたまらなくなる。その欲を抑えるのにいっぱいいっぱいになり、鉛筆の動きが鈍る。

　――集中しなくちゃ！

　そこからは無心で描き進めた。呉羽は長く息を吐きながら鉛筆を机に置く。

「……できた？　見せて」

　芙柚が近づいてくる。ふるっ、ふるっと左右に揺れる大きな胸を、つい見つめてしまう。

「～～っ!?」

　剥きだしのままの胸を腕に押しつけられた。柔らかく、それでいて張りのある乳房の感触が制服のブレザー越しに伝わってきて、頭に血が上る。

「進藤先生……！　ほんと、どういうつもりですかっ？」

「んん～～……」

　芙柚は悪びれることなく口の端を上げて、顎に手を当てる。

「中里さんのことが欲しいなって、思ってるだけ」

「ほ、欲しい……？」

「そう。私のものにならない？」

「ちょっと、なに言ってるか……わからないです」

「ええ～～？」

　芙柚の両手が伸びてくる。頬を覆われれば、その温かさをまざまざと感じる。

　ゆっくりと顔を寄せられた。

「私と特別な関係になって、あんなことやこんなこと……しよ？」

　紅いルージュが載った唇から紡ぎだされた言葉はひどく誘惑的だ。こんなふうに迫られて、落ちない人などきっといない。

　呉羽はぎゅっと目を瞑つむることで、目から入る情報を遮断しようとする。そうすることで理性を保とうとした。

「先生って……本当に先生ですか」

　目を閉じたまま尋ねた。

「一応ね。数学教師」

「だったらそんな……そんなっ……」

「だから、こんなこと中里さんにしか提案しない。私……本気だよ」

　トントン、と瞼まぶたを軽く叩かれた。「目を開けて」と言われている気がして、ゆっくりと瞼を持ち上げる。

「いけないってわかってても……だめなの。中里さんと特別な関係になりたい」

　芙柚はごく真剣な、からかいのない顔をしている。数学の授業中だって、彼女はこんな顔をしない。いつも人好きのする笑みを浮かべている。

　――私だけ特別だって……思っちゃうよ。

　そう思って、いいのだろうか。呉羽はおずおずと芙柚を見つめ返す。

「中里さん、私のこと好きでしょ？」

「そっ……」

　そんなことない、と否定はできなかった。事実、芙柚のことが好きだ。密かに想ってきた。

「私だって中里さんのことが好き」

　嬉しすぎて泣きそうになる。

「わ、私は……先生のこと好きだって、言ってません。その自信はいったいどこから来るんですか」

　――どうしてこんな、かわいくないこと言っちゃうんだろう。

　言ってしまって後悔するのはいつものことだ。減らず口というか、憎まれ口というか。

　――せっかく先生が「好き」って言ってくれたのに！

　呆れられたかもしれない。失望されたかもしれない。

　おそるおそる芙柚のほうを見る。

　怪訝けげんな顔をしているだろうかと思いきや、うっとりとしたような笑みをたたえていた。

「も～～、ツンツンしちゃって……かわいいんだから！」

「……っ!!」

　頭を掻き抱かれ、芙柚の胸に顔を埋める。

　柔らかくて滑らかな肌が顔いっぱいに広がっている。凄まじい弾力だった。

　――このまま窒息したとしても、きっと幸せ。

「そういう、素直じゃないとこも……好きよ」

　――先生にはなにもかもお見とおしなの？

　ざわついていた心が凪いでいく。好きだと気づかれて、好きだと言われて。混乱していた頭が落ち着きを取り戻す。

　それでも胸の鼓動は収まらなかった。頬を撫でられて上を向けば、すぐそばに芙柚の麗しい顔があった。

　――進藤先生は、私の憧れ。

　朗らかで、ここぞというときにしか優しくない。そんな彼女が、好き。

　芙柚の大きな瞳が細くなっていく。なにをするつもりなのか、なにをされるのかわかったときにはもう唇と唇が重なっていた。

　目を閉じ、感触を味わう。

　そっと唇が離れる。

「せ、先生……っ」

「ん……なぁに」

「先生のくちびる……柔らかい、です」

「それはどうも。……さっきまでと違って素直ね？」

　ふたたびキスを交わす。今度は舌が入り込んできた。

「ふっ……んん……ぅ、ン……ッ」

　熱い舌に翻弄されながらも呉羽は応えようとする。芙柚に促されるまま、舌と舌を絡め合わせた。

「……コーヒー、飲みました？」

　呉羽が頬を紅潮させて言うと、芙柚はさも楽しそうに笑った。

「うん。苦かったかな」

　ゆるゆると首を振る。

「甘い、です。……すごく」

　ふわふわとして思考が定まらない。呉羽の瞳はとろんとしていた。

「どうしよ……ほんと、素直な中里さんがたまんなくかわいい」

　そうして三度目のキスをする。キスだけで精いっぱいなのは、どうやら呉羽だけらしい。芙柚は呉羽のブレザーのボタンを手早く外していく。

「や、っ……脱がせないで、ください」

「どうして？」

「……は、恥ずかしいから」

「でも私は脱いでるよ」

　二の句が継げなくなる。

　――先生が勝手に脱いだんでしょ、なんて言ったら隠されちゃうかもしれない。

　それは嫌だ。この大きな乳房をずっと見ていたいし、触ってもみたい。

「じゃあ……私が全部脱いだら、先生も同じようにしてくれますか？」

　一か八かの賭けだ。学校で全裸になるなど、さすがに言語道断である。

　――でも、見たい。

　芙柚のすべてをこの目で確かめたい。想いが通じ合っているのだから……と、こちらからはきちんと『好き』だと伝えていないのに心の中では強気だ。

「そうねぇ……」

　芙柚は人差し指を顎に当てている。

「私のこと、好きって言ってくれたら……いいよ」

　挑発的に見つめられた。

　――そうだった。先生っていつも痛いところをついてくるんだよね……。

　呉羽は視線を生徒会室の端から端まで走らせたあとで意を決する。

「進藤先生のことが好きです」

　棒読みになってしまった。まったくもって感情がこもっていない。

「うぅ～ん、もっとこう……ちゃんと言われたいな」

　芙柚は右手で自身の左肘を抱く。大きな胸が中央に寄って、さらに膨らみを増している。呉羽は「うっ」と呻うめきながらたじろぐ。

　視線は芙柚に固定したままで顔を左右に動かしてためらう。何度も深呼吸をした。

「す……好き、です。先生……」

　少しでも物音がすれば掻き消されてしまいそうな声だった。実際、芙柚の耳に届いたのかもわからない。

　芙柚は無表情のまま固まっている。

　――聞こえなかった？

　芙柚の顔を下から覗き込むと、ぎゅっと抱きしめられる。

　耳元で紡がれた「嬉しい」という言葉は、涙を含んでいるような気がした。

「泣いてるんですか……？」

「泣いてないよ」

　しかしやはり、鼻にかかったような涙声だ。

　寄り添ったまま、ブレザーのボタンをすべて外される。

　両腕は床へ向かって投げだしていたので、ブレザーの袖はすぐに腕から抜けた。紺色のブレザーがバサリと音を立てて床に落ちる。

「私ってほんと……悪い先生だね」

　背徳感に襲われたのか、芙柚は困ったような笑みを浮かべていた。

　――そう思うんならやめてくださいって、言うべきなんだろうけど。

　ところが、やめてほしくないと思っている。芙柚のことが好きで、大切なのに、彼女を『悪い先生』にしようとしている。

「手を出しちゃだめだ、って……これでもすっごく葛藤してたんだよ？」

　制服の赤いリボンを拭い去られる。

「でも、中里さんが私の絵を描いてるのを見たら……嬉しくて、期待しちゃって、我慢できなくなっちゃった」

　白いブラウスのボタンは一番上まで留めていた。それを、芙柚は丁寧に外していく。

「弱いな……私の心」

　小さな声でぽつりと芙柚が言った。

「悪いのは先生だけじゃ……ない、です」

「中里さんも、悪い子？」

　冗談めかした芙柚の言葉に、呉羽は深く頷く。

「悪い子にはお仕置きしなくっちゃ、ね……」

　どこか哀愁を伴った笑みでそう言って、芙柚は呉羽のブラウスを脱がせた。

　黒と白のチェック柄のブラジャーの内側にある呉羽の胸は、芙柚のそれに比べるとかなり控えめだ。

　堂々と見せられるようなものではないから、呉羽は胸を押さえて背を丸めた。

「お仕置きは嫌？」

「……そういうわけじゃ、ないのですが」

「ではどういうわけでしょうか」

　芙柚は慇懃無礼いんぎんぶれいな物言いをして呉羽の背に腕をまわす。

　――私の腕に……先生の胸が……っ！

　ぎゅうぎゅうと押し当たっている。すっかり形を変えた柔らかな乳房に身も心も翻弄される。

　そうしていつの間にかブラジャーの肩紐が肩から落ちていた。

「あのっ！　み、見ないで……もらえますか」

「この期ごに及んで？」

　芙柚がクスッと笑う。いっぽう呉羽はこくこくと何度も首を縦に振った。

「それはどうしてかしら」

　理由などわかっているような口ぶりだから、素直に答える気にはならない。

「ねぇ、先生に教えて」

「こ、こういうときだけ……先生ぶらないでください」

「だって先生だもん」

　悪びれることなく言ってのける芙柚には呆れを通り越して感心する。

「ちゃんと言わないと、こうよ」

　脇腹をくすぐられた。

「ひゃっ、やっ……ん、やぁ……！」

「くすぐっただけなのに、色っぽい声だね。中里さんってもしかして感じやすい？」

「～～っ、わ……わかりません」

「それで……胸を隠す理由をまだ聞いてないんだけど」

　話を逸らせたと思ったが、そう上手くはいかない。頭を撫でられ、じっと見つめられる。

　とうとう呉羽は観念した。

「貧乳だから……です」

　芙柚に比べて自分の胸はなんて小さいのだろう。

　――先生のおっきな胸を見てるからよけいにそう感じるのかもしれないけど。

　自分の乳房はこれ以上、育ちそうにない。残念である。

「大きければいいってものでもないと思う」

　真面目な調子でそう言うと、芙柚は呉羽の頬を撫でまわした。するとどういうわけか両腕から力が抜ける。

「中里さんには、中里さんにしかないものがある」

「……先生らしいこと、言うんですね」

「先生だし」

　芙柚は「コホン」と咳払いをして呉羽の両手首を掴んで引き下げた。チェック柄のブラジャーがはらりと落ちる。

「ほら……中里さんの乳首、すっごく鮮やかで綺麗だよ。それに、この……手のひらに収まる感じ。いいよね、すごく」

「あ、ぁ……っ。せん、せ……ッ」

「んもぅ……そんな声、出しちゃって。先生が、いけないことしてるみたいでしょ？」

　幼い子どもに言うような、ひどく甘ったるい声音だった。

　――実際、先生は『いけないこと』してるのに。

　ゆるゆると胸を揉まれているせいで、なにも言い返せない。

「んん。尖った形になってる」

　芙柚は嬉しそうだ。いったいなにが尖っているのだろうと疑問に思い、下を見る。

「ゃ……っ」

　胸の先端はふだんとはまったく異なる形になっていた。鋭く尖っている上に、硬く張り詰めている。

「ところで、中里さん。恋人同士が具体的になにをするか……知ってる？」

　言葉に詰まる。友人とそういう話をすることはない。かといって自らスマートフォンで検索することもなかった。

　そんなことをしてはどこかに履歴が残るのではと不安だったし、きちんとした女性になるまで不必要なことだとも思っていた。

「もしかして……オナニーしたこと、ないとか？」

　呉羽はぎくりとして顔を引きつらせる。それだけで芙柚は返事が「はい」だとわかったらしかった。

「よしよし、先生が教えてあげる。ぜぇんぶ、ね」

「わっ、私にはまだ早いのかなって……！」

　芙柚とは目を合わせず、早口で話した。

「う～～ん……。早いか遅いかっていうより、中里さんがこういうことに興味があるかどうかだよね。えっちなこと……興味、ある？」

　両手の指を絡め合わされ、乳房と乳房をそっと重ねられる。

「んぁっ……」

　ふるりと押し当たった芙柚の胸に、凄まじいまでの重量感を覚える。

　――私の胸なんて、なくなっちゃいそう。

　押しつぶされて、どこかへ消えてしまいそうだ。

「はぁ……中里さんの乳首、主張が強いよ」

　ところが芙柚は呉羽が考えたのとは真逆の意見を述べる。

「乳首はここだよって、叫んでるみたい」

　呉羽はとたんに頬を赤くする。

　――そんなこと、指摘しないでほしい！

「それで……どうかな。ご興味はございますか」

　大人相手に言うような口ぶりで芙柚が畳みかけてくる。

「き、興味……は……」

　呉羽が言葉を濁しているあいだも芙柚は肩を揺らして胸をぐりぐりと押しつけてくる。

「ぁう、うっ……！」

　ビク、ビクッと全身が弾む。

「先生……！　私の話、聞く気ありますかっ？」

「あるよ」

　芙柚は呉羽の肩に顔を埋めたあとで上を向いた。

「ごめん、ちょっと……自分を抑えられなくて」

　頬を赤くして息をつく芙柚はひどく官能的だった。ふたたびキスされる。甘やかすように頬を撫でられれば、素直になるしかない。

「あり、ます……。興味……」

　白状すると、芙柚はうっとりとした――それでいてどこか満足げな――笑みを浮かべた。

「えっちなことに興味があるのは、悪いことじゃ……ないから」

　まるで自分に言い聞かせるような調子で芙柚が言った。

「触り合うのは、愛情表現なの。好きだって気持ちを証明するものだと……私は思う」

　呉羽はこくこくと何度も頷くことで同意と共感を示す。

　乳輪の際を、指先でそっと擦られる。甘く痺れるような感覚が全身に湧き起こった。

　――先生は「お仕置き」なんて言ってたけど……全然だ。

　ご褒美にしかなっていない。芙柚にされることすべてに悦びを感じる。仕置きとはほど遠い。

　ますます乳頭を尖らせる呉羽を見て芙柚は嬉しそうに口角を上げた。

「乳首がこんなふうになるのはね、気持ちがいいからよ」

「んっ……ん、ふぅ……」

　芙柚の指先は、胸の先端には触れずにそのまわりばかりをくるくると周回する。

　そんなところに指で触れられて恥ずかしいのに、それよりも気持ちよさのほうが勝まさっている。

「ふふっ。中里さんの乳首、ほんとかわいい」

　指でつんっと胸飾りを突かれた。

「ひあぁっ！」

　つい大声が出てしまい、慌てて口を手で押さえる。

　もうすっかり陽が暮れて夜になったとはいえ、ここは生徒会室なのだ。だれにも気づかれてはいけない。

　呉羽は顔を伏せて、もう片方の手で自分の眼鏡の端を押し上げた。

「中里さんのその仕草……好きなんだよね」

　頬にちゅっとくちづけられる。同時に乳頭を指で弾かれた。

「うぅっ……。そ、そんなこと言われたら……もう、眼鏡……上げられない……んん」

　乳首をつままれ、執拗に捏ねられる。

「好きだって言ってるのに、してくれないの？　でも……いいよ。私がするから」

　いたずらっぽく眼鏡の端を押された。呉羽は唇を尖らせる。芙柚は相変わらず楽しそうだ。

「なんか、こういう会話……いいね。恋人っぽい」

「……っぽい、だけですか」

「うん？」

　芙柚が首を傾げる。

　――恋人ぽいってことは、恋人じゃ……ないってこと？

　先ほど芙柚は『恋人同士が具体的になにをするか』について語ってくれたが、それが自分たちのことを指しているとは断言していない。だから不安になった。

　大事な部分を訊けないでいると、呉羽の乳首を弄りながら芙柚はクスクスと笑った。

「さっきのは言葉のあや。中里さんは最初で最後の……私の大切な恋人」

　性急なキスに見舞われる。そうかと思えば乳首を強く捏ねまわされた。

「んんっ、んふうぅっ……！」

　くぐもった声しか出せない。

　なにかが高まっていく。いままで経験したことのないなにかが、下腹部からせり上がってくる。

「あぁ、あっ……せん、せぃ……っ！　わた、し、おかし……ぃっ、うぅうっ」

「乳首でイッちゃいそう？」

「ぃ、いく……？　んぁ、あっ、ぁっ」

「こんなに感じてくれるなんて……嬉しい」

　芙柚の乳首を掴まされる。しっとりとしていて、硬い。

「イッちゃう？　私の指で……乳首だけで――」

　艶っぽく舌なめずりする芙柚を見た瞬間、足の付け根にあるなにかが大きく跳ね上がった。

「んぁっ、あっ、はぁあっ……！」

　脈動に合わせて、絞りだすように喘ぐ呉羽を芙柚はきつく抱きしめる。

「これからもっと……もぉっと、気持ちよくしてあげるね」

　淫靡いんびに笑う芙柚に下腹部を刺激される。呉羽は悦びを噛みしめながら「はい」と答えた。
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        リケジョの彼女


　彼女の白衣が好きだ。

　裸に白衣を着てくれたら、きっともっと好きになる。

　有島ありしま　文実ふみは文芸書を読むのをやめて時計を見た。

　時計の針はちょうど二十一時。そろそろ頃合いだ。

　上着を羽織って研究室を出る。文学部のある一般教育棟から工学部棟までは距離があるから、上着は必須だ。

　工学部棟の端、目当ての研究室に着くと文実は窓から中のようすを窺う。

　そこには白衣を着た学生がひとり。それが後ろ姿でも、彼女だとすぐにわかる。

　このような時間まで研究に勤しんでいるのは彼女――幼なじみの大河内おおかわうち　理心りこ――しかいない。

　文実は工学部棟の時間外出入口から中へと入った。

　開きっぱなしになっている研究室の扉を通り、忍び足で理心に近づく。

「りーこ」

　背筋をぴんと伸ばしてイスに座り、真剣な顔でキーボードを叩いている理心に後ろから抱きつく。

「……なに？」

　相変わらずの塩対応である。

「いやぁ、今日こそ私の夢を叶えてもらおうかなと思って」

「文実の夢？　なんだっけ」

「裸に白衣」と、被り気味に発言する。

「あぁ……いいよ」

「そっか、だよね……」

　文実は何度も首を縦に振る。やはり今日もだめか、と心の中で残念がる。

　――んっ？　いや、理心は「だめ」って言ってないよね!?

　聞き間違いでなければ彼女はたしかに「いいよ」と言った。妄想かあるいは幻聴でなければの話だが。

「いっ、いいの!?」

　大声で聞き返せば、理心は怪訝な顔で振り返った。内側に巻かれたダークブラウンのセミロングヘアを揺らして理心は小さく頷く。

「うそでしょ……？」

「嘘ってことでいいんなら、それで」

　ふたたびパソコンのほうを向こうとする理心の頬を慌てて掴む。

「待った、待った！　嘘じゃヤだ」

　文実は小走りでイスをまわり込み、理心のすぐそばに陣取る。

「ちょっと信じられないけど……嬉しい」

　嘘でないのならば冗談を言っているのか、と尋ねたくなったが我慢した。「冗談と思ったんならそれでいい」と言われてしまっては困る。

「えっと、いますぐにいい？」

「……少し待って」

「わかった」と答えるなり文実は爛々らんらんと目を輝かせて待機した。

「……集中できないから、あっちのソファで待って」

「はい、理心様」

　文実はすっくと立ち上がって右手を額に当てて敬礼し、部屋の隅に置かれているソファへ向かった。その途中で、いまの状態では外から丸見えだということに気がついた。

　――理心の裸白衣はほかのだれにも見せない！

　覗き見など絶対にさせてはならない。

　文実はブラインドを下げるべく、窓辺まですたすたと歩いた。

　窓ガラスに映るのはミルクティブラウンのショートボブに丸眼鏡をかけた自分のにやけ顔。あからさまに興奮している、などと他人事のように思った。

　実際、まだ信じられない。さんざん「裸に白衣」と言い続けてきたものの、まさか叶うとは思っていなかったのだ。

　ソファに座り、理心を眺める。真っ白な白衣の内側にはニットシャツを着ている。紺色のタイトスカートの裾に隠れていて見えないがおそらくニーソックスだ。昔から彼女はニーソックスを好んで身につける。

　横顔はクールで、こちらなどまるで気にしていない。いや、存在を忘れ去られているようにも思えてきた。

　――だからってあんまりじろじろ見てたら、また怒られそう。

　理心に怒られるのは慣れているのでどうということはないが、ここで機嫌を損ねるのはよくない。

　文実は窓のほうへと顔を向けつつ、ちらりちらりと理心を盗み見た。

　理心の手がマウスから離れるのを確認して、立ち上がる。

「終わった？」

「……私のこと、見てないふりして見てたでしょ」

「うっ」

　理心は「ふぅ」と小さくため息をついたあとで「終わった」と言った。

　理心もまたイスから立つと、研究室の扉を閉めて施錠した。

　――ほんとのほんとに、本気みたい。

　心が躍る。このまま空中へ浮遊できそうなほど気分が盛り上がる。

「じゃ、さっそく」

　文実は両手を胸の高さに掲げてわきわきと動かす。いっぽう理心は扉の前で立ち尽くしていた。怖じ気づいているように見える。

「でもなんで急にオッケーしてくれたの？」

「……内緒」

　理由は気になるが、千載一遇のチャンスを逃したくはない。早く中の服を脱がせてしまおう。

　理心は自ら白衣を脱ごうとしていた。

「あ、待った。私がやる」

「なんで」

「脱がせるのも楽しみのひとつだからだよ！」

　声を大にして言うと、理心は眉間に皺を寄せた。そういう顔も好きだ、と思う。むしろもっと困らせたくなってしまう。

　文実は自身を落ち着かせるために深呼吸をして白衣の襟を掴んだ。

　ゆっくりと肩から落としたあとで、白い袖を引っ張って脱がせる。

　――理心の脱ぎたての白衣。

　抱きしめて匂いを嗅ぎたくなったが、さすがに本人の前でそんなことはできない。

　文実は白衣を軽くたたんでイスの背にかけた。それから理心が着ているニットシャツの裾をキャミソールごと掴み、一緒くたに頭から抜けさせる。

　シンプルなブラジャーだが、ビビットピンクなので鮮烈だ。深い谷間をついじろじろと見てしまう。

「……見すぎ」

　理心の両手が目元を覆う。視界を遮られてもなお、理心の顔は頭の中にはっきりと浮かんでいた。怒った顔ながらも、恥ずかしそうにしている。

　答え合わせをするように、文実は理心の両手から逃れる。愛しい人は、思ったとおりの表情をしていた。

「ふっふぅ～～」

　得意顔で笑いながら文実は理心の紺色のタイトスカートに手を伸ばす。ホックを外してファスナーを引き下ろせば、すぐにショーツが露呈した。ブラジャーと揃いのビビットピンクだ。

「理心ってこういう、はっきりした色が好きだよね」

　洋服はそうでもないが、彼女が持っているバッグや時計などは濃い色のものが多い。

「色が濃いほうが見つけやすいから」

　理心の部屋はいつ訪ねても散らかっている。どこになにがあるのか、彼女自身よくわかっていないのだろう。

　――でも、そういうとこもいい。

　興味のあること意外にはとことん無頓着。それも、理心らしくて好きだ。

　文実は下着姿の理心を熱心に見まわしていた。

「……じろじろ見すぎ」

　低いトーンでそう言うなり、理心はくるりと身を翻ひるがえした。

「ブラを外しやすくしてくれたんだね」

　理心にそういう意図はないとわかっていながらも軽口を叩き、ブラジャーのホックをプチンと外す。

　理心は文実に背を向けたまま「違うし」と答えた。

「理心は背中もきれいだねぇ」

　いつも背筋が伸びている。それだけでなく、肌だって染みひとつなく美しい。

　触れてみたくなって、肩甲骨けんこうこつのあたりを指で辿る。

「……っ！」

　理心の両肩がびくりと弾む。

「理心の肌、すっごい滑らか」

「べつに……普通だって」

　その声は少し震えていた。

「くすぐったい？」

　それには答えず、理心は頷くだけだった。

　――かわいい。

　くすぐったそうにピク、ピクッと両腕を小さく揺らしている。

　文実は理心の背後からブラジャーを脱がせたあと、ショーツを膝の上までずらした。すると理心は、脱ぎかけのショーツを自ら下に落とそうとする。

「あ、だめ。ショーツはそこ」

「……ちょっと、なに言ってるかわかんない」

「膝の上で丸まってるショーツはロマンなんだってば」

　理心が振り返る。残念なものを見るような目を向けられた。

「さ、この状態で白衣、白衣っと」

　イスの背に預けていた白衣を手に取り、理心に着せる。

「はい、こっち向いて～～」

　ところが理心はなかなかこちらを見てくれない。

「理心ちゃーん。お～～い」

「わ、わかってる」

　珍しく上ずった声だった。理心がゆっくりと振り返る。

　掻き合わされた白衣の襟、覗く谷間、膝上で丸まっているショーツ、紺色のニーソックス。

　――最高さいっっこう！

　ずっと、ずっと眺めていたい。

「……誕生日おめでとう、文実」

「え」

　興奮して見つめていたせいで、理心がなにを言ったのかすぐには理解できなかった。

「いまなんて？」

「だから……誕生日、おめでとうって」

「そっか、私……今日、誕生日か」

　幼なじみの理心は毎年、必ず祝ってくれていた。

「その……今年は、プレゼントが準備できてなかったから……」

「だから、私の願いを叶えてくれたっていうわけか」

　嬉しいのと同時に、理心は今日しか『裸に白衣』をしてくれないのだと悟る。

　――私の誕生日だから特別、ってことだよね。

　これは、存分に満喫しなければ損だ。悔いは残したくない。

「や、でも……やっぱ、なにか準備する」

　理心は白衣の前をいっそうきつく掻き合わせて俯く。

「だめ。プレゼントは理心がいい。理心じゃなきゃヤだ」

　頭のてっぺんからつま先まで、幼なじみの卑猥な姿を何度も見まわす。

「立ちっぱなしもあれだから……そうだ、イスに座って？」

　理心は視線をさまよわせながらも素直にイスに腰かけた。

「脚を組んでみて」

　文実の言葉に、理心はすぐには従わなかった。愛らしい顔で見上げてくる。

「うん？　脚を組むのは嫌？」

「嫌じゃ……ないけど」

　渋々といったようすで理心は脚を組む。脱ぎかけだったショーツに皺が寄る。文実は心拍数が上がるのを感じた。

「写真っ、撮っていいっ？」

「だめに決まってるでしょ」

　食い気味な、絶対零度の返事である。

「わかった。写真は諦める。けど代わりにしっかり脳に刻み込むから、すぐそばで見させて」

　文実はその場にしゃがみ込み、イスに座る理心の股間を間近で眺めた。

　膝上にショーツを引っかけたまま無理やり脚を組んでいるのがたまらなくいい。

　秘裂は隠されているが、その焦じれた感じも愉しかった。

　見上げると、理心はきっちりと胸元を押さえていた。白衣の前ボタンはきちんと留まっている。文実が股間に夢中になっているあいだに理心が自分で留めたのだろう。

　ボタンは掛けられているのだから、両手で押さえずとも胸は見えない。それなのに理心はずっと両手を胸に押しつけていた。

　――頑なな態度も、好き。

　いちいち顔がにやけてしまう。

「楽しそうだね……文実」

「それはもう、ものすごく！」

　文実はすっくと立ち上がる。

「さ、理心姫様。ソファへどうぞ」

　理心の手を引いて、壁際に置かれているソファへと誘う。理心はというと、片手は文実に預けたもののもう片方の手はやはり胸元に添えられていた。

　理心は戸惑ったようすでソファに座る。

「あぁ……理心はどうしてこんなにかわいいのかなぁ」

　感嘆の声を上げながら床の上に跪ひざまずく。

「文実の目にはそう見えるってだけでしょ」

　ぶっきらぼうにそう言い、理心はそっぽを向く。耳が赤いところを見ると、この態度は照れ隠しだ。

　理心にはいつだって好意を向けてきた。ただの一度も、本気の嫌悪を示されたことがないものだから文実は理心から離れられない。

「失礼しまーす」

　できるだけ軽い調子を装って両手を伸ばし、白衣の上から理心の胸を掴もうとする。

　ところが理心は両手を退けなかった。

「裸に白衣、が文実の夢でしょ？　触る……なんて、含まれてないはず」

「ごもっとも。でも触りたい。……っていうか、こんな姿を見せつけられて触るなってほうが拷問！」

「見せつけてなんか……ないし」

「ううん。もう、誘いまくってるよ。なんか出てるんじゃないかな、フェロモン的なやつ」

「なにそれ……」

　きっともう一押しだ。

「お願いします、触らせてください」

　文実は目を瞑り、顔の前でパンッと手のひらを叩き合わせて希こいねがう。

「…………」

　理心はなにも答えない。ぎゅっと目を閉じたので、理心の表情はわからなかった。

　――ものすごく困ってたりして。

　先ほどと違って、理心の表情がちっとも浮かんでこなかった。

　理心のことをよくわかっているつもりでいたが、慢心だったのかもしれない。

　初めての拒絶を、されるかもしれない。そう思うと心臓がバクバクと過剰に鳴りはじめた。

　息遣いが荒さを増す。興奮ではなく緊張のせいだ。

　おそるおそる目を開けて理心の表情を確認する。

　――えっ？

　それまで文実が目を瞑っていたから油断しているのか、理心は口元に手を当て、うっとりとした顔で頬を赤らめていた。

　どう考えても、喜んでいるようにしか見えない。

「理心……」

　呼びかけると、文実の両目が開いていることに気がついたらしい理心はあからさまにうろたえた。

「なっ、なんで目を開けてるの。私、まだ返事してないでしょ」

「や、理心の反応が気になって」

　返事を貰うまで目を瞑っていると約束した覚えもない……とは口に出さなかった。よけいな一言は控えるべきだ。

　喉から手が出るほど欲しかった理心を、もうすぐ手中に収めることができる。

　ゆっくりと両手を伸ばして理心の頬を覆う。幼なじみの瞳が小さく揺れた。

　文実が顔を近づけても、理心は逃げない。それどころか、まるでキスをねだるように目を閉じた。

　――いい、ってことだよね？

　これも誕生日特典だろうか。

　――それでも、いい。

　一夜限りのことだとしても、理心を手に入れたい。

　唇に唇を重ねる。そっと、触れるか触れないかのキスをする。一度ではとても足りなくて、ふたたび唇を押しつける。柔らかい。

　すぐに調子に乗って舌を潜り込ませた。コーヒーの香りが鼻から抜ける。

　白衣の上から胸に触る。唇と同じくらい柔らかくて、くらくらした。

「んふ……ぅ」

　理心の甘い声だけで絶頂に達してしまうかと思った。

　唇を離したあと、文実はなんとかして自身を落ち着かせながら理心の胸を手のひらで確かめる。

「あぁー……ずっと揉んでいたくなる。二十四時間でもいける」

「……無理でしょ。文実の手が痛くなるし私の胸も痛くなる」

「もぅ、なんでそこ現実的に考えるかな。一日じゅうだって揉んでいたいっていう愛情表現だよ？」

「……文実ってほんと文系女子ブンジョ」

　褒められたのだと捉えて文実は「それはどうも」と返す。

「それで？　ほんとは二十四時間、揉むつもりなんてないんでしょ」

「おっしゃるとおり。なので、はーい。前を開きま～す」

　軽快な物言いをしながらも、胸はドクドクと高鳴っていた。白衣のボタンを外しにかかる。両手はかすかに震えていた。ひどく緊張しているせいだ。

　白いボタンに指を掛けると必然的に理心の素肌に触れることになる。ボタンは理心の豊満な胸をなんとかして押さえているような状態だからだ。

　指先にほんの少しだけ触れた理心の素肌は滑らかだった。それだけで文実は胸がいっぱいになる。

　――いやいや、まだまだでしょ！

　これで満足するなどもってのほかだ。

　思いきって両手を動かし、白衣のボタンをすべて弾く。

　白衣の襟が左右に広がって、理心の体はいっそう無防備になる。

　理心が体を隠そうとするので、文実はその手首を掴んで阻んだ。

「乳首……見えそうで見えない」

　つい本音を漏らしてしまう。白衣は薄桃色の部分を半分ほど覆った状態だった。もっとも興味のある部分――胸の尖った箇所――は見えない。

　文実は理心の両手首を掴んだまま身を屈め、白衣の襟を咥えた。

「やっ、ちょっと……！」

　理心の声には聞こえないふりをして顔を動かし、白衣の襟を両方とも退ける。

　蛍光灯の下に理心の乳房が晒される。白衣の袖は通したままなので、胸だけが明るみに出ている状態だ。

　喉鼓のどつづみを鳴らして、文実は理心の乳房を熱心に観察する。

「乳首、尖ってるね。ものすごく」

「寒いから……生理的にそうなっただけ」

「なんかリケジョっぽいこと言うねぇ、理心」

「……理系女子リケジョだし」

「ははっ」と笑ったあとで文実はそっと手を滑らせ、勃起した乳首をつまみ上げる。

「ひぁぅっ！」

　理心は気持ちよさそうに顔を歪める。

「じゃさ、どれくらい乳首をつまんだらアソコからエッチな液が出てくるか実験しようよ」

「なにそれ……。乳首だけじゃ、そんなの出てこないよ」

「そうかな？　……ていうかそれって、こっちも触ってほしいって……ねだってる？」

「なっ……」

　理心は言葉を切り、頬を真っ赤にして下を向く。

「理心の困った顔……たまんないなぁ」

「鼻息荒すぎ。変態」

「いいよ、変態で……。っていうか、普通に変態かも」

　紛れもなくそうだと、気づいてしまった。

「私、理心大好き変態だ」

「命名してるし……」

　呆れたように理心が息をつく。しかしどこか嬉しそうだった。

「乳首、捏ねていい？」

　幼なじみはぷいっと顔を背ける。

「ね、理心ちゃん」

　頬ずりをしてねだれば、理心は観念したように息をつく。

「……好きにすれば」

「やった」

　親指と中指の腹を擦り合わせて乳首を苛める。硬い蕾の形を無理やり変えるのは悦びだった。

「んぅう、ふっ……」

　理心の甘い声が指の動きを急かす。気がつけば、両方の乳首をつまんで弄り倒していた。

「やっ、やぁあっ！」

　理心はビクビクと小刻みに震え上がり、ぶんぶんと首を横に振る。

「も……だめっ。お願い、ここまでに……して……っ。今日は……！」

「今日は？」

　次があるのだとわかって気分が高揚する。

　――一夜限りじゃなかった！

　文実はにんまりと笑って乳首を手放す。

「いまの言葉、絶対に忘れないでね」






　文実は溌剌はつらつとした足取りでアパートを出た。

　――理心と一緒におでかけ！

　声に出したいのを我慢して心の中で叫ぶ。ひとりきりだというのにそんな声を上げていては明らかに不審者だ。

　今日は理心と大学の校門前で待ち合わせて、科学館へ行くことになっている。なんて素晴らしい休日の過ごし方だろう。

　待ち合わせの時間よりもかなり早く到着してしまったが、間もなくして理心もやってきた。

「おっはよう！」

「おはよう。……朝から元気ね」

　相も変わらず無愛想な理心とともに歩きだす。

「なんたって今日は理心とデートだから」

「デートっていうのは恋人同士がすることでしょ」

「えっ。私たち恋人でしょ？」

　文実が言うと、理心はきょとんとして足を止めた。理心の頬がみるみるうちに赤くなっていく。

「いつ、恋人になったの」

「あんなことしたんだよ？　もう恋人だよ！」

　理心は眉間に皺を寄せて、嫌そうな顔をしている。

「ええ～～っ。じゃあ、どうしたら恋人になってくれる？」

「だって私たち女同士なんだから……」

「うわ、そういうこと言っちゃう？」

「…………」

　無言で眉間の皺を深くして、ふたたび歩きはじめた理心のあとを文実は早足で追う。

「秘密でもいいよ。みんなには言わないから、恋人になってほしい」

「……文実はそれでいいわけ？」

「うん。理心といちゃいちゃできればそれで」

　理心はそれ以上なにも言わなかった。科学館に着いたあとは展示物を見てまわり、プラネタリウムを楽しんだ。

　その帰り道のこと。大学の校門前を通りかかると、理心の研究室の学生に出会った。

「あれ、理心ちゃん。また文実ちゃんとおでかけ？」

「……そう、デート。私たち付き合ってるから」

「ええっ!?」と、理心の友人は目を見開いて驚嘆している。驚いたのは文実も同じだ。

　――秘密にするんじゃなかったの!?

　いや、こちらとしては別段、秘密にしたいわけではなかったので好都合だが。

「じゃ、またね」

　理心はさっさとその場をあとにする。

「ちょっ、ちょっと、理心！　よかったの？」

「……いいよ」

「どうして……」

「公言したほうが効率的にいちゃいちゃできると思ったから」

　文実はぱちぱちと目を瞬かせる。

「……ほんと、理心はリケジョだね」

　笑って、また歩きはじめる。たわいのない話をしながら歩けば、あっという間に理心の家に着く。

「ちょっとお邪魔してもいいかな。まだ――もう少しだけ、理心と一緒にいたい」

「少しだけでいいの？　じゃあ文実はすぐに帰るってこと？」

「理心が許してくれるんなら泊まっていきたい」

「少しって言ってたのに……極端ね」

　呆れたような顔をされたが、すんなりと家に通された。学生アパートの二階端が理心の自宅だ。ワンルームの室内は珍しくすっきりと片付いている。

「えぇっ……なに、どうしたの!?」

「……片付けた。文実が来ると思って」

「～～っ！」

　感動して言葉が出ない。片付けるのにはかなりのエネルギーを要したことだろう。

　文実は理心に抱きつき、ベッドに押し倒した。目を白黒させている理心に馬乗りになる。

「このあいだの続き、していい？」

「……なんだっけ」

「どれくらい乳首をつまんだら、アソコからエッチな液が出てくるかっていうアレ」

「もっと文学的に言えないの」

「う～ん……じゃあ……」

　しばし逡巡したあとで文実は言葉を絞りだす。

「理心の花園から零れる蜜を確かめたい。指と舌で」

「しっ、舌!?」

　理心の声は裏返っていた。うろたえたようすで視線をさまよわせながらも理心は言葉を足す。

「確かめるんなら、指のほうがいいでしょ。だって舌だと……」

「舌だと？」

「……文実の唾液と混ざっちゃう」

　文実は「ははっ」と軽快に笑う。

「混ざるのが、いいんだよ」

　理心の顔を覗き込み、顔色を窺う。

「……引いた？」

　どきどきしながら理心の返事を待つ。

「べつに……引かない。嬉しいことも……なくはない」

　理心にしては歯切れの悪い言い方だ。

　――素直じゃないのがまたかわいいんだよ！

　心の中で叫びながら、理心が着ているオフホワイトのセーターの裾を掴み、首まで捲り上げる。するとすぐに乳房が出てきた。

「え、あれっ？　ブラは？」

「セーターの中に着てたの……ブラトップだった。文実が全部、捲り上げちゃうから……っ」

　理心は恥ずかしそうにそっぽを向く。

「ごめんごめん」

　謝りつつ理心の胸を眺める。寝転がっている状態でも、椀をひっくり返したように美しい。

　この完璧な造作を乱すのは惜しいと思うのに、いっぽうで早く形を変えたい気持ちもある。

　――複雑な気持ち。だけど……やっぱり、触りたい。

　両の手のひらをそっと理心の乳房にあてがう。

「う……」

　甘い呻き声だ。どんなに小さな声でも下腹部を刺激され、たまらなくなる。

　文実は理心の乳房をふにふにと揉み込んだ。同時に指のあいだで乳首を扱く。

「あぅ、あっ……はぁ……っ」

　理心は艶めかしく身を捩よじる。その動きがあまりに官能的で、揺れ動いている部分――脚の付け根――への興味を駆り立てられる。

　理心のロングスカートを捲り上げてみる。今日は濃い水色のショーツだった。

　――ぱっと見、染みだしてはなさそうだけど……。

　濃い色のショーツなので、染みがあったとしてもわかりづらいだろう。

　文実はさっそく指で確かめてみることにした。中指を脚の付け根に忍び込ませ、ショーツのクロッチ部分をタッチする。

「ちょっ」

　いきなりそんなところに触られるとは思ってもみなかったのか、理心は驚愕しきっているようすだ。

「ん……湿ってる。間違いなく」

　理心の股間にあてがった中指をすりすりと上下に動かして状態を述べた。リケジョの理心が好みそうな報告をしたというのに、恋人は不満げだ。

「そういうの、いちいち言わなくていい」

「えぇ～～。いちいち言って、理心の反応を見たいのに」

　理心はわなわなと唇を震わせているが、かまわず話し続ける。

「でもさ、けっこうすぐ溢れたね？」

　乳首はそれほど執拗に刺激したわけではない。それでも、蜜が外に溢れるほど感じてくれた。それが嬉しかった。

「調子に乗っちゃうなぁ」

　呟きながら文実は上体を移動させ、理心の秘めやかな箇所に顔を寄せた。

「やっ、文実……！」

　理心は頑なに脚を閉じようとする。そんなことをされるとますますこじ開けたくなる。

「気持ちよくなるように、頑張るから」

　内股に両手を入れて左右に割る。そのあとはショーツ端に指を引っかけて横へずらした。

　淫唇は蜜に濡れて、てらてらと光っている。極上のメインディッシュに思えてくる。

「いただきます」

　ちゅっとリップ音を立てて淫唇にくちづけ、舌で割れ目を舐め上げた。

「やぁっぁぁああぁっ！」

　理心が絶叫するので驚いてしまう。

　――舌先でちょっと舐めただけなのに。

　過剰な反応にも思えるが、好ましいことだ。

「も、だめっ。文実……もう、おしまいにして」

　文実は理心の股間に顔を埋めたままきょとんとする。

「え……無理。もっと食べたいよ、理心の大切なココ」

　恋人の返事は待たずにふたたび口を開け、ショーツ端を引っ張っていないほうの指で割れ目をこじ開ける。

　中の珠玉はヒクヒクと震えていた。恐れをなしているようにも見える。

「優しくするから……ね？」

「ふっ……う、ぅ」

　観念したのか、理心は目元を両手で覆ったまま動かなくなった。

　――舐められたいっていう気持ちも、あるみたい。

　文実は口角を上げて、理心のかわいらしい肉粒を舌先で何度も押す。

「あっ、ぁ、あ……ッ！」

　いまだかつて聞いたことのない、幼なじみの高い声に興奮して舌の動きが速くなる。終しまいには花芽を蛇行するように舌を動かしていた。

「も……っ、だめ、あっ……文実、っ……やぁ、あぁぁっ！」

　名前を呼ばれたことが嬉しくてつい、口を窄すぼめて花核を吸い上げてしまう。

　理心は全身をがくがくと揺らし、果てを見ている。その姿を文実はじっくりと観察した。

「ごちそうさま……って言いたいところだけど、まだまだだからね？」

　文実がにやりと顔をほころばせると、理心は唇を噛んで視線を投げた。

　嫌そうな顔をしていても悦んでいることは、理心の淫唇から溢れた蜜を見ればわかることだった。
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